
書式第 12号 (法第28条関係 )
事業報告用

令和3年度 事業報告書
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1事業の成果
16年 目を迎えた今年度は、昨年度に引き続き、継続している活動の質の向上のために、法人としての上台の改
善。更新を意識し、当連盟において行つている活動の今後の持続性を高めるような環境整備を積み上げている。
また昨年度より、ギフテッド特性を持つ子どもへの支援活動を開始し、時代に応じた事業展開を行っている。

2事業の実施に関する事項
(1)特定非営利活動に係る事業 (事業費の総費用【8,6()2】千円)
定款 に記載
された
事業名

事業内容 日時 場 所
従事者
人数

受益
対象者
範囲

受益
対象者
人数

事業費
(千円)

教育活動を支
援する事業

1)学校ボランティア
関東学生事務局のボラン

ティア学生が東京周辺の公
立小中学校と提携し、教育
現場で、小中学生の学習支
援や遊びを通した交流を実
施する。

随時 く小学校>

渋谷区立千
駄谷小学
校・上原小

学校

文京区立明
化小学校

台東区立東
泉小学校・

千束小学
校・平成小
学校

板橋区立板
橋第四小学
校・蓮根小
学校・常盤
台小学校

江戸川区立

平井小学校
・第六葛西
小学校

大田区立多
摩川小学校

新宿区立戸
塚第一小学
校

世田谷区立

代沢小学校

く中学校>

足立区立六

月中学校

50 小学生

中学生

教職員

多数 7,411



2)中 高生向けの学習支
援事業
関東学生事務局及び関西
学生事務局において、ボラ
ンティア学生が中学校・高
等学校と提携し、生徒主体
となるような授業を制作し、
実施した。キャリア教育、理

科の課題研究、現代の社会
などの領域で授業を実施し
た。
また、通年で提携校に入
り、特定の教科において授
業のサポートも実施した。

3)福島県南相馬市復興
支援事業
福島県南相馬市の小中学
生に将来を考えさせる3日

間のイベントの実施。新型
コロナウイルス感染症拡大

状況を考慮し、開催地を東
京都から南相馬市に変更。

4)ギフテッド特性を持つ
子どもと保護者への支
援事業
①ギフテッド特性を持つ子
どもがいる家庭の保護者を
対象に、ギフテッド児特有
の家庭内での悩みを共有
する場として「ギフテッド親
の会」を実施した。

②オンラインプラットフォー
ムを活用して、大学生とギフ

テッド特性を持つ子どもた
ちが交流するイベント「大学
生と話そう!」を実施した。

5)オンライン学習支援
サービス

随時

1月

1/30

2/23

3/17

2ノ20
3/13

随時

町田市立堺
中学校

私立佼成学
園中学校

私立聖学院
高等学校

TKC大空高
等学院京都
キャンパス

同志社中学
校

福島県南相
馬市

東京都内カ
フェ

東京都内カ
フェ

国立オリン

ピック記念
青少年総合
センター

オンライン

オンライン

35

24

7
7

5

3

3

30

中学生

高校生

小学生

保護者
保護者
保護者

小学生
中学生

小学生
中学生

413

3

9
10
12

4
4

多数

教育活動を担
う人材を育成。

支援する事業

1)ROJE関東教育フォーラ
ム2021の 実施
「変わりゆく時代 変わりゆく
大学～問い直そう!大学の
役割～」と題して、教育
フォーラムを開催した。ま
た、オンラインで参加者どう
しの交流会も実施した。

5/15 オンライン 30 学生

教育関係
者

251 917



2)関西教育フォーラム
"21「今こそ、教育格差を語ろ

う。‐“誰ひとり取り残さない
°

を目指す、with ICT時代の
教育とは―」と題して、教育
ファーラムを開催した。

3)大学生ボランティアに向
けた研修の実施
①「子どもへの言葉がけ」を
テーマに研修を実施し
た。
②「学校外での子どもたち
を支える環境」をテーマ
に研修を実施した。
③「グレーゾーンの子どもた
ち」をテーマに研修を実
施した。

4)教育関係者に向けたイベ

ントの実施
①「不登校でも幸せ」はホン
ト?～米国心理カウンセ
ラーが伝えたい、不登校
児を救うためにできること
～」と題して、カルフォル
ニア州公認カウンセラー
の方を招いて、イベントを
実施した。
②「学びの意義」をテーマ

|こイベントを実施した。
③「プログラミングで教えよ
う。小学生からのデジタ
ルものづくり」と題して、専
門家を招いて、イベントを
実施した。

5)震災・防災に関するイベ

ントの実施
①「災害発生時の子どもた
ちの心のケア」をテーマ
に大学教授を招いて、イ
ベントを行った。
②墜 難所におけるインク
ルーシブな子ども支援」
をテ‐―マに大学教授を招
いて、講演イベントを行っ
た,
③京都市にある学童保育あ
そびばで防災をテ ―`マに
したイベントを実施した。
④大阪大学「震災・復興の
知」という科 日でグスト講
師として登壇した。
⑤「子ども支援はなにを目
指すのかPrG(Post
Ъaumatic GЮ wtll)の観
点から‐」と題し、専門家を
招いて、イベントを実施し

11/21

9/19

3/26

4/26

8/1

8/15

6/19

8/28

9/21〕

オンライン

オンライン

オンライン

オンライン

オンライン

オンライン

オンライン

_オンライン

オンライン

京都市内の
学童保育あ
そびば

20

1()

10

10

学生

教育関係
者

大学生

大学生

大学生

学生

教育関係
者

教育関係
者

学生
教育関係
者

学生
教育関係
者

学生

教育関係
者

小学生

770

12

16

6
47

100

10

14

２

　

　

　

１０



た。

③東日本大震災から支援を
行っていた方々にご講演
していただくイベントを実
施した。

6)大学生向けの教育セミ
ナーの実施
①「学校で働く人図鑑～ス
クールソーシャルワー

カー編～」と題して、ス

クールソーシャルワー

カーの方を招いてイベン

トを実施した。

②「学生の学生による学生
のためのは k」と題して、
大学院生を招いてイベン

トを実施した。

10/19

11/13

3/11

12/5

2/13

大阪大学

:l:>r-l>

:t>1-l>

オンライン

オンライン

10

10

11

大学生

学生
教育関係
者

学生
教育関係
者

大学生

大学生

Ю

30

10

15

40

教育に資する
調査・研究事
業

今期は、実施せず。 0

教育に資する
情報を提供・普
及する事業

1)教育実践webサイトの管
理・運営
全国の教育実践 (授業実
践・学級運営など)を「

EDl■)EDIA」 というWebサイ
トに集約・分類して発信し
た。

2)教員志望向けwebサイト
の管理・運営
教員志望の学生向けの
webσ)り
‐
イト「EDUPEDIA

わr Stlldent」 の運営を行
った。

3)ラジオ等における教育情
報の発信

対話のきっかけづくりを
コンセプトにラジオ等で

情報を発信した。

随‖キ

;1を時

随 時

オンライン

オンライン

オンライン

40

10

4

教員
教育関係
者

教職志望
者

学生
教育関係
者

多数

多数

多数

235

この法人の活

動及び関連す
る情報を広報
する事業

1)当団体ホームページの管
理運営

随 時 関東事務 局 5 教育に関

心のある

人々

多 数 37

20



(2)そ の他の事業 (事業費の総費用【0】千円)
定款に記載
された

事業名
事業内容 日ロキ 場所

従事者
人数

事業費
(千円 )

出版事業 今期は、実施せず。

■■|■|:■■



法人名 や定丼」l:科活引■人日本lti再興菫E

丘懃■■■

"a年
4月 1 日 から

"″
年 3月 31 日 まで
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法人名 :  特定非営利活動法人日本教育再興連盟

貸借対照主
2022年 3月 31日 現在

(単位 :円 )

6,331,680

253,132

30,220

0

6,615,032

53,688

187,200

32,476

0

273,364

9,051,363

△ 2,709,695

273,364

I資産の部
1.流動資産
現金預金

未収収益

預け金

流動資産合計

2. 固定資産

固定資産合計

資産合計

Ⅱ負使の部

1.流動負債
未払金

未払費用

預り金

流動負債合計

2. 固定負債
固定負債合計

負債合計

皿 正味財産の部

前期繰越正味財産

当期正味財産増減額

正味財産合計

負債及び正味財産合計 6,615,032

科   目 金  額



盟務孟羞2注記

重要な会計方針

財務諧表のF成は.絆0法人会計薔撃(2010年 7月 20日  2017■ 12月 12日 最終改正 NPO法人会計基準撼蔑会)によつています.

(1) 対設の提

“

等の物的サービスを受けたう合の会,処理

施設の提供雪の物的サービスは受けていません.

(2) ボランラィアによる役務の提よ

ポランティアによる0場の提
"は
ありましたが.その役務の提供に関する会計上の処理は行わ

`.
計算書類の〔L配も活動計案書の計上もしていません.

(3) 消始 の合計処理

消費紳 ,の合計処理は税込
=理
方式によつています.

事業刷損益の状況

事業
=」

損益の水れは以下の通りです.

(単● :円 )
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3 使逢等が制約された寄付写の内奉
使途等が制縫 れた守付等の■訳はメ下の通いです。当法人の正嗅財産は6.341.“3円 ですが.そのうちeS6.:50円 は下記′

"n考

にある●黎だけに使用するよう11約 されています.し

たが̂ て.t4の制約されていない正味財重は6.0“ .518円 です.

内  容 期 肯鷲高 当,減レ預 翅 ■菫局 備   考
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"団
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先生のための着育事
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―
ED:Ar

普事業の助咸奎

災な時颯急子ども支援活動1こ対する
助咸奎

日==菫教=掟
興,い うにみプロ′・ .,卜｀ 校災地支授専奏 (スタディーソフーの

実■)の助蔵奎

大,議会′ヽ一 フヽル峯至 複災雄女崚事葉い タディーツアーの

実施)の助成全

真 ]々充公事業姜助成 :2010年度事■｀ 肪人薇青事チめ助成全

,lo.、こ壺幼成
=秦

■″′イ,字習夫侵
=業
の助成立

腱名彗全A 子とものオンライン体験活動丈接事策
の助成0

」R百 曰なあんじん社会,日 防人藪斉事tの助,金

YS■層コミュニ‐́ ―財匡助成奎
栞黎にう・

`が
る防災教育実餞´ミュニ

■
`■
咸▼黎の助咸全.壼錮、こ伎月

予定.

|■

^ス
レー嬌ヨ助咸事

=
複災地支饉,夕 :スタデイーツプーの
実施)の助蔵全 .

学習支援活動ヽの寄付 (C,v●●●o経由の子仕}

東日
=大
■人及び源発事責.新型コ

ロ

'tイ
ルスユ行で学普が中断された

子どもたらこ向:,た争習支模活動に
対する■
'

災宮晴棄有子ども支援活動 ^の寄千,((■ vで。●●厘 11の寄付) 人■時繁な子ども支援活動に対する
守付

合  計 6.771.830 ,,5.16Ю

贅員及びその近親をとの取引の内,

役員及びその近■縦 の政:1は以 下の通りで す.

、二L:■ ヽ

ヽ  日 尉邪諸表に

計い れた■

'

■.近晏者及び
ヽ配法人事
との取号1

′活勁計事事)

正■員受取会賽

合 計

5 その他NPO法人の資産.負債及び正哄
"量
のよ燎並びに工味財産の増湾のよユを明らかにするために必要な事項

なし



法人名:  特定非営利活動法人日本教育再興連盟

盟産旦録
2022年 3月 31 日 現在

(単位 :円 )

科  目 金  額
I資産の部
1.流動資産
現金預金

手元現金

本部口座 林替Ⅲ5613

関東口座

関西日座

未収収益

EDUPEDIA広告収入

広島文化学園大学 入金期限超過分

預け金

経費二重精算分

流動資産合計

2.固定資産
固定資産合計

資産合計

Ⅱ負債の部

1.流動負債
未払金

諸経費

未払費用

広報 業務委託費

3月 分給与

預り金

源泉所得税

流動負債合計

2.固定負債
固定負債合計

負債合計

正味財産

107,711

5,421,259

540,299

262,411

187,000

66,132

30,220

53,688

38,400

148,800

32,476

6,615,032

0

6,615,032

273,364

273,364

0

6,341,668



書式第18号 (法第28条関係 )

事業報告用

令和 3年度年間役員名簿 (前事業年度において役員であったことがある全員の氏名及び住所又は居所並びに

これらの者についての前事業年度における報翻の有無を記載 した名簿 )

生定左豊型:舌:動とと__墜」目歯言轟:聾:国咀L__________

1確認事項 (法第20条及び第21条を確認の上、チェックを入れてください。)

口以下の役員には、欠格事由者が含まれません。(法第20条関係 )
□各役員について、親族の規定に違反していません。(法第21条関係 )

役員一覧

役名
どちらかにO

(フ リガナ) 前事業年度内の

就任期間

報酬を受けた期間

(該当者のみに記入)
氏名

・監事

カグヤマ ヒデオ 2021年 4月 1日

2022年 3月  31
日

年 月

月

日

年 日陰山 英男

/ヽ

こヲ
‐監事

スズキ ヒロシ 2021年 4月 1日

2022角1  3日   31

曰

年 月

月

ロ

年 ||鈴木 寛

⌒

建ブ・監事
ア′tイ カ 'レ 2021年 4月 1日

2022年  3月  31
曰

年

年

月

月

r]

[|阿部 活

ハ

建プ・監事
スズキ アキラ 2021年 4月 1日

2022年  3月  31
日

年

年

月

月

日

日鈴木 映

/´ヽ

建,ォ 監事
オオフ″ ヒコミチ 2021`千 4月  1日

2022年  3月  31
ロ

年  月  日

年  月  日大和出 博道

‐監事

ヒライ マ■ ト m21年 4月  1日

20221- 3月  31
曰

年

年

月

月

||

曰平井 正人

/~ヽ

建ヲ・監事
スミヨン ンヨウタ 2021年 4月 1日

2022年  3月  31

`

年

年

月

月

「,

ll住古 翔太

〇 監 事

イ トウ シュン 20211■ 4月  1日

2022年  3月  31
日

年  月  日

年 月 日伊藤 駿

′ ヽ

電フ 監 す
コウザキ タツヤ

2021年 4月  1日

2022年  3月  31
ロ

年

年

月

月

FI

ロ神前 達哉

10
′¬

tプ・監事
インフタ ノヽす ヨ 2021年 4月 1日

2022年  3月  31
曰

年  月  日

,=  月   日石渡 花代

11
/ヽ

電ヌ・監事
インカワ アキ ト 2021年 4月  1日

2022年  3月  31

年 月

月

自

年 ||石川 瑛士



書式第18号 (法第28条関係 )

事業報告用

コパヤシ ミユキ
12

小林 実由貴

2021年 4月 1日

2022年  3月 31

年  月  日

年  月  日

カンノ ユウタ

13
ハ

理事
∪

菅野 祐太

2021年 4月 1日

2022年  3月  31

年

年

■■ T~~~~~~~~~
⌒

理事t皇リ



書式第 4号 (法第 10条・第 28条関係 )
設立・事業報告用

社 員 名 簿 (社員のうち 10人以上の者の名簿)

特定非営利活動法人_且ム」直 喜旦連五 _______

氏    名

陰山 英男

2

鈴木 寛

3

阿部 活

4

鈴木 映

5

大和田 博道

6

平井 正人

「
′

住吉 翔太

8

伊藤 駿

9

神前 達哉

10

石渡 花代

11

石川 瑛士

|

|

|

|

|

L



12


